
Ⅱ実施内容

里地里山の保全・活用の取組における課題と技術的方策等

分類 多様な主体の連携・協働

手法名 地域と連携した体験型研修会による情報の蓄積と共有化

主体 環境省やんばる野生生物保護センター

背景(地域の課題）

　沖縄県やんばる地域は、世界的にも希少な亜熱帯の照葉樹林を主体とした森林。
地域固有の生き物も含め、生物多様性が高い地域である。一方で外来種や開発によ
る影響、人が係わらなくなったことによる影響が懸念される中、保全のための枠組み
が求められている。

手法／方策の詳細

（１）地元への発信と利活用の機能を持たせた展示スペースの創出
　地元公募の愛称をつけ、外部の来訪者だけではなく、地元住民への発信や利用を
想定した展示スペースをリニューアルしている(図１）。
　学校などの授業利用や地域団体の活動展示など機能の充実化することで利用向
上を図るとともに、やんばるの森に対する地元の関心を惹起している。(図２）

（２）地域内連携の場づくりー「３村たまて箱」の取り組みー
　地域内の意識向上のため、やんばる３村の相互交流、体験研修を設定し、地元の
各種団体と共に取り組んでいる(図３）。
　活動と合わせて、地域内の情報交流と連携が促進されるとともに、地元だからこそ
把握しているデータや情報の蓄積を図られている(図４）。

（３）国立公園・世界遺産を視野に入れた活動展開
　地域に根差した活動と共に、地域外の取り組みとの交流を深め、意識向上を図り、
より広域的な枠組みも位置付けを行っていく。地元の意識作りと共に、計画づくりと活
動づくりを行うことで、国立公園・世界遺産指定への道筋を模索している。

手法・技術的視点

・地域内の学習活動を通じたデータの蓄積や計画策定への道筋づくり
　環境省やんばる野生生物保護センターと周辺３村地域の連携による体験型研修を
実施することで、地域内情報の共有とデータの蓄積を図ることが期待される。また活
動成果を今後の施策と活動計画づくりに活用していくプロセスが示されている。
　地域内の学習活動が、地域内の情報交流や連携を促進させるだけではなく、里地
里山特有の自然と関係する民俗学的な知見やデータの蓄積にも貢献し、より広域の
計画策定ににもつなげうる点で着目される事例となっている。
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